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この世に生まれてきたこどもは、一人ひとり異なった特性を示しながら育ち、どんなこどもも等しく尊い命を

生きており、存在の価値は変わらない。支援とはそれぞれの尊い命が精いっぱい生きるように助けることである。

①対人関係、コミュニケーション、社会性を育くむ ②感覚、運動、情動を育み、主体的に楽しく生きる

③ことば、認知、概念、状況に気づく力を育む ④家族や地域の繋がりの中で共に楽しく育つ

・基本的な生活リズム(活動･睡眠リズム)づくり ・登園・活動・昼食・降園のリズムづくり

・大人からの健康管理（体温、食事、排泄等） ・体調変化、子の特性への気づき

・大人の関わりで基本的な生活習慣を培う ・着脱、排泄、食事（食具操作、摂食指導、偏食指導）

・身の回りの場所への気づき ・お出かけ、活動準備、支度・片付け

・姿勢保持や変化の面白さを楽しむ ・親子の身体遊び、固定遊具、揺れ遊具、箱遊び

・揺れやスピード、関節の動きの変化を楽しむ ・固定遊具、揺れ遊具、のりものなど

・手や足、全身での触覚の遊びを楽しむ ・素材（粘土、絵の具、砂、氷など）、ボールプール

・静と動、リズムの変化への面白さを楽しむ ・マッサージ、リトミック、即時反応など

・目と手の協応動作を促す ・穴や棒にさす、重ねる、紐に通す、おえかきなど

・モノの仕組みに気づき、探索・反復する ・回転、出し入れ、引っ張る、いたずらボックスなど

・興味・関心の対象物を選び出す ・自由遊びの設定（音鳴り玩具、ままごと、ブロックなど）

・動作や声の機能に気づく ・発見、喜怒楽、要求等の動作や声での発信への応答

・ことばの機能イメージ遊びの芽生え ・要求や拒否の表現、具体物の操作遊び、再現遊び

・模倣（大人のまね、子どものまね） ・運動やモノの操作見本、体操、リトミックなど

・やりとり（あいさつ、タッチ、呼名、これ何？） ・決まった質問や声掛けによる応答の促し

・親子の愛着関係を基にした情緒の安定 ・身体を通したやりとり、心地よいリズムや声掛け　

・自我の育ち－他者への気づき、受け止め ・スキンシップのある遊び、共感的な受け止め

・大人の仲立ちで集団の場に慣れ、楽しむ ・繰り返しの活動場面の設定

・他児との触れ合い、交流をする ・追いかけっこ、モノや遊具の共有場面の設定

・並行通園先と関わりあう ・職員見学訪問、発達支援報告書の作成・提出

・他の機関との支援のつながりを作る ・保健相談所、医機関等の他施設との連携

・地域に開かれた場づくり ・見学の対応、ボランティアの受入、発達支援講座開催

・転居時や保育園等の入園時に情報共有を行い ・転居時、入園児の発達支援報告書の作成・提出

　切れ目のない支援へと繋げる 　引継ぎケース会議への参加

・家族からの相談の場をつくる ・個別保護者面談

・保護者同士の繋がり、悩みを共有する場をつくる ・クラス懇談会、保護者会、父母会（修了児保護者のお話し会）

・子どものこころの理解、保護者の心をケアをする ・子育て講座、個別こころの相談、ことばの相談

・児童発達支援事業の必須研修等を大切にする

・内部・外部研修を設け職員の専門性を高める

・利用者･職員･法人の協力で評価・改善をする ・利用者・アンケート、第三者評価の実施等

・大人と季節の遊びの楽しさを味わう ・七夕、クリスマス、節分、ひな祭り、誕生会など

・健康、危機管理に関する事業に取り組む ・小児科・整形外科の健診、歯科相談会、避難訓練
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人間関係

・社会性

地域支援・地域連携

（地域交流・園外活動）

移行支援

家族支援

職員の質の向上

主な行事等

・虐待防止、感染症予防等、身体拘束等適正化、防災等

・内部：CoCo療育、認知発達、感覚統合、SST、ﾍﾟｱﾄﾚ

ねらい:からだ・こころ・人との関係の基礎を育む

江東区こども発達亀戸センター　支援プログラム

営業時間 送迎実施の有無 有
通園バスあり

大人同伴乗車
９時00分～17時00分

支援内容：大人と1：１の関係から、身体と心で体験する

法人理念

支援方針

支援内容

対象グループ
低年齢児グループ（まみー）　年齢：0～2歳児　　登園頻度：毎週、隔週、月1回、保護者参加

９：45～12：15　自由遊び、個別指導、集団活動、給食


